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私は遠アーベル幾何、特に、双曲的曲線の逐次拡大として得られる双曲的多重曲線などの高次元
代数多様体の遠アーベル性に興味を持ち、研究を行っている。双曲的多重曲線は遠アーベル多様体
であると予想されており、その数論的基本群は豊富な情報を持つと考えられるが、双曲的多重曲線
の Grothendieck予想は星裕一郎氏により次元 4以下の場合に証明されているにとどまる。
[3]では、双曲的多重曲線のGrothendieck予想の副 p版、すなわち、数論的基本群そのものから

の復元ではなく、その副 p的な商からの復元について考察し、ある種の条件を仮定した次元 4以下
の双曲的多重曲線についてのGrothendieck予想の副 p版を証明した。また、[2]では、双曲的多重
曲線の幾何的基本群のコホモロジー群について考察した。特に、Grothendieck予想が未解決であ
る次元 5以上の場合も含めて、双曲的多重曲線の次元が nであるとき、幾何的基本群の n次コホ
モロジー群がある意味で “大きい”ことを示すことにより、幾何的基本群から双曲的多重曲線の次
元を復元した。[4]では、与えられた群論的データから双曲的多重曲線の同型類が有限通りに決ま
るという形の Grothendieck予想の弱形を肯定的に解決した。
高次元の遠アーベル幾何では、双曲的多重曲線の特別な場合である、双曲的曲線の配置空間につ
いてもよく研究されており、例えば、星裕一郎氏、南出新氏、望月新一氏により双曲的曲線の配置
空間の幾何的基本群からさまざまな幾何的不変量を復元する群論的アルゴリズムが与えられてい
る。[6]では、双曲的曲線の配置空間に付随する次数付き Lie代数について考察し、特に、星氏、南
出氏、望月氏の結果の類似として、この次数付き Lie代数から次数構造を忘れて得られる抽象 Lie

代数からさまざまな幾何的不変量を復元するアルゴリズムを得た。また、[6], [5]で、双曲的曲線の
配置空間の幾何的基本群から双曲的曲線の基本群への全射準同型の分類を行い、その応用として双
曲的曲線の配置空間と双曲的多重曲線の間の Grothendieck予想型の結果を部分的に解決した。
また、南出新氏、辻村昇太氏との共同研究 [1]では、双曲的曲線の配置空間の幾何的基本群など
を含む、遠アーベル幾何に現れるさまざまな群の連正規部分群が非分解性や中心自明性などの性質
を有することを証明した。
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